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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 4日 (2007.10.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 い た 上 端 と 閉 じ た 下 端 （ １ ６ ） と を 設 け ら れ た 、 流 動 性 生 体 物 質 の 遠 心 分 離 お よ び 処
理 の た め の 使 い 捨 て 型 容 器 （ １ ） に お い て 、
　 前 記 開 い た 上 端 は 蓋 （ ２ ） を 具 え 、 前 記 蓋 （ ２ ） は 、
（ ａ ） 前 記 容 器 に 対 す る 流 動 性 生 体 物 質 の 出 し 入 れ に 伴 う 、 空 気 の 出 入 り を 制 御 す る た め
に 外 部 環 境 に 操 作 的 に 接 続 で き る 第 一 カ ニ ュ ー レ （ ４ ） に よ り 貫 通 さ れ て い る 第 一 開 口 （
３ ） と 、
（ ｂ ） 中 空 針 （ ９ ） を 通 し て 前 記 容 器 （ １ ） に 対 し 流 動 性 生 体 物 質 を 出 し 入 れ す る た め に
、 前 記 中 空 針 （ ９ ） で 接 続 で き る 第 二 の カ ニ ュ ー レ （ ８ ） に よ り 貫 通 さ れ て い る 第 二 開 口
（ ７ ） と 、
（ ｃ ） 第 三 カ ニ ュ ー レ （ １ ２ ） を
通 し て 流 動 性 生 体 物 質 を 前 記 容 器 （ １ ） に 対 し 出 し 入 れ す る た め に 、 シ リ ン ジ （ １ ８ ） の
一 端 を 受 容 し そ れ 適 合 す る こ と が で き る ア タ ッ チ メ ン ト に 操 作 的 に 接 続 し て い る 第
三 カ ニ ュ ー レ （ １ ２ ） に よ り 貫 通 さ れ て い る 第 三 開 口 （ １ １ ） と 、
を 有 し て お り 、
（ ｄ ） 前 記 第 一 カ ニ ュ ー レ （ ４ ） の 上 端 （ ５ 、 ２ ４ ） は 、 前 記 容 器 に 対 す る 流 動 性 生 体 物
質 の 出 し 入 れ に 伴 う 、 空 気 の 出 入 り の 前 記 制 御 を 行 う た め の 取 り 外 し 可 能 な 栓 （ ２ ０ 、 ２
５ ） を 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】

取 り 外 し 可 能 な

少 な く と も 前 記 容 器 （ １ ） の 高 さ （ Ｈ ） と 等 し い 長 さ の

に 前 記



　 請 求 項 １ に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 第 一 カ ニ ュ ー レ （ ４ ） を 通 し て 流 動 性 生 体 物
質 を 前 記 容 器 （ １ ） に 対 し 出 し 入 れ す る た め に 、 前 記 第 一 カ ニ ュ ー レ （ ４ ） の 前 記 上 端 （
５ ） が シ リ ン ジ （ １ ８ ） の 一 端 （ １ ９ ） あ る い は 、 シ リ ン ジ （ １ ８ ） の 一 端 （ １ ９ ） に 嵌
合 す る ア ダ プ タ （ ２ ３ ） を 受 容 し そ れ に 適 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 栓 （ ６ ） が 前 記 上 端 （ ５ ） と 前 記 第 一 カ ニ ュ ー レ
（ ４ ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 第 二 カ ニ ュ ー レ
（ ８ ） が 前 記 中 空 針 （ ９ ） に よ っ て 、 突 き 刺 し 可 能 な 膜 （ １ ０ ） を 通 し て 接 続 で き る こ と
を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 中 空 針 （ ９ ） が シ リ ン ジ （ １ ８ ） の 一 端 （ １
９ ） を 受 容 し そ れ に 適 合 で き る コ ネ ク タ （ ２ １ ） を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 シ リ ン ジ （ １ ８ ） の 前 記 一 端 （ １ ９ ） が 、 突 き 刺
し 可 能 な 膜 （ １ ０ ’ ） を 有 す る ア ダ プ タ （ ２ ３ ） を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 コ ネ ク タ （ ２ １ ） が 、 や わ ら か く 突 き 刺 し 可
能 な さ や で 覆 わ れ て い る 硬 い ま っ す ぐ な 導 管 を 中 心 に 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト
（ ２ ２ ） が 、 や わ ら か く て 突 き 刺 し 可 能 な さ や で 覆 わ れ て い る 硬 い ま っ す ぐ な 導 管 （ １ ３
） を 中 心 に 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 中 空 針 （ ９ ） の
長 さ が 、 前 記 容 器 （ １ ） の 高 さ （ Ｈ ） と 同 じ か そ れ よ り 短 い こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ） の 形
状 が 、 実 質 的 に 円 筒 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ） の
前 記 下 端 （ １ ６ ） の 形 状 が 実 質 的 に 先 細 り で あ る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ） の 前 記 下 端 （ １ ６ ） の 形 状 が 、
円 錐 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ） の 前 記 下 端 （ １ ６ ） の 形 状 が 、
截 頭 円 錐 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ） の 前 記 下 端 （ １ ６ ） の 形 状 が 、
半 球 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 器 （ １ ）
が 、 前 記 容 器 （ １ ） の 下 端 （ １ ６ ） の 周 り に 拡 が り 、 前 記 容 器 の 円 形 の 壁 面 か ら の 延 長 部
（ １ ５ ） に よ っ て 形 成 さ れ る 実 質 的 に 円 形 の 基 部 を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 請 求 項 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 前 記 蓋 （ ２ ） が 前
記 容 器 （ １ ） の 上 端 部 に ね じ 止 め で き る こ と を 特 徴 と す る 容 器 。
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【 請 求 項 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ま で の い ず れ か に 係 る 容 器 （ １ ） に お い て 、 目 盛 つ き で あ る こ
と を 特 徴 と す る 容 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 よ り 良 い 好 適 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 第 一 カ ニ ュ ー レ は 、 例 え ば 、 前 記 容 器 へ 入 っ て く
る 空 気 の 滅 菌 性 を フ ィ ル タ リ ン グ 手 段 の よ う な 手 段 に 操 作 的 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 使 用 中 に 、 前 記 ア ダ プ タ を 具 え て い る 前 記 シ リ ン ジ は 前 記 に 挿 入 さ れ 、 前 記 硬
い ま っ す ぐ な 導 管 は ア ダ プ タ の 膜 と 管 状 の さ や と の 両 方 に 穴 を 開 け 、 こ う し て 、 シ リ ン ジ
と 中 空 針 と の 間 の 流 動 性 接 続 を 形 成 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 三 の 穴 （ １ １ ） は 第 三 カ ニ ュ ー レ （ １ ２ ） を 収 容 し て い る 。 第 三 カ ニ ュ ー レ （ １ ２ ）
の 上 端 は 、 エ ラ ス ト マ ー 材 で で き て い る や わ ら か く 突 き 刺 し 可 能 な 管 状 の さ や （ 図 示 し て
い な い ） で 覆 わ れ て い る 硬 い ま っ す ぐ な 導 管 （ ） を 中 心 に 有 す る ア タ ッ チ メ ン ト （ ２
２ ） を 具 え て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 第 二 実 施 例 に お い て 、 患 者 か ら 採 血 さ れ た 静 脈 血 は 第 二 カ ニ ュ ー レ （ ８ ） を 通 し て
そ の 容 器 （ １ ） に 移 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 静 脈 が 患 者 か ら 採 血 さ れ た と き に 用 い
た 滅 菌 シ リ ン ジ （ １ ８ ） の 針 は 、 前 記 突 き 刺 し 可 能 な 膜 を 貫 い て 、 前 記 第 二 カ ニ ュ ー レ （
８ ） に 挿 入 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 全 て の 血 液 を 前 記 第 一 シ リ ン ジ か ら 容 器 （ １ ） に 無 菌 状 態 で 移 し た 後 、 （ ６ ） は 閉 じ
ら れ る 。 容 器 （ １ ） は 遠 心 分 離 機 （ 図 示 し て い な い ） の 中 に お か れ 、 ２ つ の 相 、 す な わ ち
、 赤 血 球 と 白 血 球 と に よ っ て 形 成 さ れ た 濃 い 底 の 相 と 多 血 小 板 血 漿 か ら な る 薄 い 上 の 相 を
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得 る た め に 、 予 め 選 ば れ た 速 度 で 、 所 定 の 期 間 遠 心 分 離 機 に か け ら れ る 。 遠 心 分 離 が 、 １
８ ０ ｇ で 、 ２ ０ 分 間 行 わ れ る と 有 利 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 最 終 的 に 、 第 三 滅 菌 シ リ ン ジ （ ） の プ ラ ン ジ ャ を ゆ っ く り と 上 昇 さ せ る こ と で 、 後
者 は 前 記 中 空 針 （ ９ ） を 通 し て 容 器 （ １ ） か ら 引 き 上 げ ら れ る 。 こ の 操 作 の 間 、 中 空 針 （
９ ） の 下 端 は 、 血 小 板 の 沈 殿 物 か ら な る 材 料 と 、 少 血 小 板 血 漿 か ら な る あ る 割 合 の 上 澄 み
液 と を 約 ６ ｍ ｌ を 目 盛 つ き 容 器 の 底 に 残 す よ う に 操 作 さ れ 位 置 決 め さ れ て い る 。 さ ら に 、
前 記 引 き 上 げ 操 作 の 間 、 前 記 中 空 針 （ ９ ） を 通 し て 引 き 抜 か れ た 前 記 上 澄 み 液 の 体 積 を 埋
め 合 わ せ る た め の 量 の 空 気 が 前 記 カ ニ ュ ー レ （ ４ ） を 通 し て 入 る こ と を 可 能 に す る た め に
、 前 記 栓 （ ６ ） は 開 か れ て い る 。
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